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１． はじめに 
道路交通は，現代社会に大きな利便性を与えると同時に，

事故や渋滞など新たな社会問題を生み出している．これら

の問題を解決する手段として，高度道路交通システム

（ITS）が期待されている．このような技術要求を背景と
して，我々は，映像情報を用いた運転者の視覚支援に関す

る研究開発に取り組んでいる[1][2]．本稿では，４台の道
路監視カメラで撮影した交差点映像を用いて交差点周辺を

俯瞰した映像を生成・提示する手法について述べる．新た

に提案する俯瞰映像の遠方短縮処理により，交差点の中心

付近だけでなく，比較的遠方の領域も同時に視認すること

が可能になる． 

2 ．俯瞰映像の生成手法 
俯瞰映像とは, 交差点を真上から見下ろした映像である
が，実際の交差点では，そのような位置にカメラを設置す

ることは困難である．そこで， 図１に示すように，監視カ
メラ映像を２次元射影変換することにより，仮想的に交差

点上空から撮影した映像を合成する．図 2 に交差点俯瞰映
像の例を示す．この映像には，全体を見渡せる画角を設定

すると，道路上の車両が非常に小さく提示され交差点内部

の交通状況の確認が困難となり，交差点の状況が良く確認

できるように画角を設定すると，中心から離れた領域の情

報は得られないという問題が存在する． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3．遠方短縮俯瞰映像の生成 
前節で紹介した問題を解決するために，俯瞰映像の遠方

短縮処理を行う．遠方短縮処理とは，図 3 に示すように，
交差点中心までの距離に反比例して俯瞰映像の端を詰めて

いく処理である．この処理により，透視投影画像が持つ

“近くのものは大きく，遠くのものは小さく見える”とい

う性質を俯瞰映像に持たせることができる． 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 4左に示すように交差点に配置した 4台の道路監視カ
メラで撮影した映像に 3 節で述べた遠方短縮処理を施し，
それらを一枚の平面状に張り付けることにより，図 4 右に
示す交差点俯瞰映像を生成する．交差点中心部の状況が確

認しやすく，かつ，遠方の領域の様子も視認することが可

能な映像が生成されていることがわかる． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

おわりに 
交差点の中心付近だけでなく，比較的遠方の領域も同時

に視認することにより，交通状況を容易に把握することが

できる遠方短縮俯瞰映像の生成手法を提案した．今後は，

撮影から配信・加工・提示までの処理を実時間で行い，走

行中の運転者による評価実験を行う予定である．また，歩

行者情報の提示手法に関する検討も必要になろう． 
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図 3．俯瞰映像の遠方短縮処

図4．交差点の遠方短縮俯瞰映像 

図1．2次元射影変換による仮想カメラ映像の生成 
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図2．生成した俯瞰映像の例 
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